
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備 考

1 地域活性化措置 黒保根地区活性化に係る機材整備事業 桐生市 683,424 680,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及
び構成員等を記載

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 該当無し

　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 
（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

物品購入（テント） 一般競争入札 有限会社　タキスポーツ 280,584
計 683,424

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

物品購入（テーブル・イス） 一般競争入札 有限会社　大塩商事 402,840

交付金事業の成果目標
　黒保根地区において開催される、各種の観光行事やスポーツの大会等に使用するテントやテーブル、
イス等は、絶対数が不足し、また、古くから使用しているものは、傷みが激しいものが多く見受けられる。
今後、各種行事で有効活用するための機材を購入することで地域の活性化を図る。

交付金事業の成果指標 　老朽化した機材の整備を行うことで、各種イベントへの来場者数の増加を目標とする。

交付金事業の成果及び評価

　本交付金の活用により、各種集会用テント２張、テーブル10台、イス５０脚を購入した。
　本年度冬季に実施した各種行事において、新規購入した機材を使用した結果、それぞれ大変評判が
よく盛況に開催することができた。1月のどんと焼きでは前年の90人に対し110人の来場者があり、2月の
少年サッカー大会は前年120人より多い約150人、道の駅のイベントでも前回300人より多い400人を上回
る来場者があった。
　本事業により今後も永続的な利用が可能となり、各種イベントでは前年度より参加人数が増加している
ことから地域の活性化が図られたと評価できる。

総事業費 683,424
交付金充当額 680,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 680,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 桐生市黒保根町宿廻地内、他

交付金事業の概要 各種集会用テント、テーブル、イスの整備

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 黒保根地区活性化に係る機材整備事業


